
第６9回 定時株主総会

２０２1年６月２2日



株主総会議長

代表取締役社長 近藤 勝彦

１



常勤監査等委員
監 査 等 委 員
監 査 等 委 員
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監査報告

西田 範夫
安田 加奈
德田 琢



報告事項

１．第６９期事業報告、連結計算書類並びに
会計監査人及び監査等委員会の
連結計算書類監査結果報告の件

２．第６９期計算書類報告の件
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当連結会計年度の外部環境

● 新型コロナウイルスによる

甚大な影響

● 新規感染者の増加

外部環境

● 個人消費

● 住宅投資

● 公共投資

関連業界

先行き不透明な状況が続く
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企業収益は業種によって

二極化



前 期

（百万円）

当 期

（百万円）
前期比（率）

売 上 高 60 , 599y 59 , 562y ▲1 . 7％ y

営 業 利 益 4 , 085y 3 , 354Y ▲17 . 9％ y

経 常 利 益 4 , 177y 3 , 455y ▲17 . 3％ y

2 , 875y 1 , 561y ▲45 . 7％ y

連結業績結果

当期純利益
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親会社株主に帰属する



前 期 当 期前 期 当 期

● 新型コロナウイルスの影響により、木造住宅用金物、

ブルーシート・土のう袋、鉄鋼二次製品などの売上減少

● 子会社化した東海ステップ、フコクによる売上増加

セグメント別業績

産 業 資 材

売 上 高 セグメント利益
（百万円） （百万円）

2,208
35,459

2,111

足場吊りチェーン
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37,282



前 期 当 期前 期 当 期

セグメント別業績

鉄 構 資 材

売 上 高 セグメント利益
（百万円） （百万円）

14,035

944

16,429
1,718

アンカーボルト
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● 東京オリ・パラ開催に伴う端境期

● 新型コロナウイルスの影響により、鉄骨部材、アンカーボルト、

ブレース等が厳しい状況で推移

http://www.kondotec.co.jp/products/picup/20111208-1859.html
http://www.kondotec.co.jp/products/picup/20111208-1859.html


前 期 当 期前 期 当 期

セグメント別業績

電 設 資 材

売 上 高 セグメント利益
（百万円） （百万円）

8,243 2538,710
281

LED照明

● 新型コロナウイルスの影響による商品供給・工事案件の遅延、

設備投資意欲の低下により売上減少
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前 期 当 期

（百万円）

資産合計

46,335

資産合計

49,426

流動資産

固定資産

流動資産

固定資産

現金・預金

8,305

売上債権

14,903

たな卸資産

5,026
その他

672

有形固定資産

11,312

無形固定資産

5,085

投資その他の資産

1,030

連結貸借対照表（資産の部）
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有形固定資産
11,848

無形固定資産

5,044

投資その他の資産

963

現金・預金

11,317

売上債権

14,356

たな卸資産

4,932

その他

96228,908 31,569

17,427 17,856



前 期 当 期

連結貸借対照表（負債・純資産の部）
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負債・純資産合計

46,335

負 債

純資産

負 債

純資産

株主資本

29,819

その他の
包括利益累計額

△1,463

新株予約権・
非支配株主持分

31

負債・純資産合計

49,426

流動負債

15,958

固定負債

1,989

流動負債

18,838

固定負債

1,564

株主資本

30,210

その他の
包括利益累計額

△1,216

新株予約権・
非支配株主持分

28

（百万円）

17,948
20,403

28,387 29,022



今後の見通し

先行き不透明
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● 新型コロナウイルスの

感染拡大

● ワクチンの普及

● 変異株の発生

外部環境

● 建設需要は長期的には

堅調

● 物件の進捗遅れ・設備

投資の抑制

関連業界

当面は厳しい状況が続く



Ｍ＆Ａ戦略

企業の買収及び資本・業務提携

M&Aにおける4つの視点

企業の買収や資本・業務提携を、事業基盤の強化を図るための重要な

戦略の一つと位置づけ

隣接する業界

建設業界以外の企業を

M&Aし、事業の拡大を

図る

事業の深掘り

建築物・構造を支える
部材の強化
生産性の向上

事業エリアの拡大

ASEAN本格展開
タイ・インドネシア

販売形態の拡充

販売経路の拡大、ネット事業への進出

M&A戦略
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2010年
三和電材（電設資材卸売業）を子会社化

2014年
中央技研（省力化機器製造）を子会社化

2016年
秋長製作所より鉄滑車事業譲受

2018年
エヌパット（あと施工アンカーボルト）と

業務資本提携

2019年 1月
メカトロエンジニアリングより省力化・

画像処理機器事業譲受

2019年 2月
テックビルド（土木建設用足場等の架払工事

業）を子会社化

当社の事業展開

2020年 2月
東海ステップ（土木建設用足場等の架払工事

業）を子会社化

2021年 1月
フコク（土木建設用足場等の架払工事業）を

子会社化



商 号 株式会社フコク

所 在 地 仙台市泉区

事 業 内 容 土木建築用足場等の架払工事

資 本 金 33百万円（2021年3月末時点）

拠 点

仙台センター （仙台市泉区）
仙北センター （宮城県登米市）
仙南センター （宮城県角田市）
郡山センター （福島県郡山市）
宇都宮センター（栃木県宇都宮市）

■社会インフラの老朽化に伴う維持修繕分野のさらなる事業拡大を図るため、

東北地区で土木建築用足場等の架払工事を展開する「株式会社フコク」を子会社化

■同事業を行うテックビルド及び東海ステップとの協業

Ｍ＆Ａ戦略

2021年3月期の実績

2021年1月 株式会社フコクを子会社化
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社屋



5円
6円

11円
13円

14円
15.5円

20円

23円
24円

26円

29円
31円

32円
予定

5.5円

10円

13.5円

22円

普通配当 普通配の増配分 記念配当

配当・株主優待

配当の推移

上場以来、減配なし

11期連続増配予定

自己資本当期純利益率(ROE)10.0%以上、連結純資産配当率(DOE) 2.5％以上

を目標に、継続的・安定的に配当を行う ※ DOE = 配当性向 × ROE

当 期 配 当
中間 15.5  円
期末 15.5  円

＜当期の配当に関する経営指標＞

ROE DOE 配当性向

5.4 ％ 2.8 ％ 52.0 ％
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次 期 配 当
中間 16.0 円

期末 16.0 円

2022/3
計画

2015/32011/32007/32003/31999/31995/3



第１号議案 剰余金の処分の件

第２号議案 定款一部変更の件

第３号議案 取締役（監査等委員である取締
役を除く。）９名選任の件

決議事項



決議事項

第４号議案

第５号議案

監査等委員である取締役1名選
任の件

取締役（監査等委員である取締
役及び社外取締役を除く。）に
対する譲渡制限付株式の付与の
ための報酬決定の件



＜メモ＞



本資料には、業績見通しおよび事業計画等を記載しております。

それらにつきましては各資料作成時点においての経済環境や事業方針
等の一定の前提に基づいて作成しております。

したがいまして、実際の業績は様々な要因の変化により、これらの業
績見通しとは異なる結果となりうることをご承知おきください。

見通しに関する注記事項
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